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3)糖尿病に合併する高血圧
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糖尿病は非糖尿病をこ比べ高血圧の合併頻度が高く,高

血圧,糖尿病ともに動脈硬化症の促進因子であり,その

進展によって心厳梗塞き脳梗塞などが惹起されるヤさら

をこ高血圧は糖尿病性網膜蔽 g腎症の進展をこ密接に関連す

るといわれ,糖尿病の予後を左右する.従--,て背高頭息圧

の治療は臨床上きわめて蚤牽な問題である書

今回は新潟義信病院 新潟市民病院,木戸病院の糖尿

病魯高血圧外来で検討した成績に基づき,糖尿病におけ
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高血圧が)病態と治療

る高血圧即病態,糖尿病合併症に及ぼす高徹拝殿影響亨

糖尿病に合併Lた高血圧治療の問題点をこついて述べてみ
十二･､､.

糖尿病をこ合併する高鹿月三の頻度は寮息の穀首班揖9老中望守護
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1.糖尿病における高血圧の病態

高血圧と糖尿病が合併する域奮闘ま,まず二次性高めも

陸,原発性アルド呆予言コ凋f三号先端巨太症,甲状腺敵機

克遮症などの内分泌性勘敷居だは耐糖能低下をきたし,糖

尿病状態を星するが亨これら湖中で糖尿病合併頻度が高

い和文前二者である世紀はS損堀 症候群は凝滞な肥満な

ど終着な臨床像かCI-2本能挽高鹿四三との鑑別は比較的容易

であるが,褐色細胞腫は我母の経験では糖尿病合併の頻

度が高く(東郡,断こ糖尿病と高血圧の合併として治

療されていることがあるので注意を賓するや

以上のような二次性高血圧を除いてき糖尿病に伴う高

富fii控は糖尿病性腎症や白棒神経障害の有無紅より素 謡

衆望 褐色細胞腫
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素謡糖尿病をご諸賢う高血圧症

息e糖尿病性腎症を酵濠っない高血圧
訊B本態性高を飢圧
軋 収縮期高血圧 (動脈硬化症をこよる)

望｡糖尿病性腎症を伴う高血圧
t'li証{_lti(､恒r)tlrtt､日.<j川1.
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温)糖尿病性腎症を伴わない高血圧

抱か本態性高血圧の合併

腎症,寝障神経障害を合併していない磯骨であ畑 糖

尿病者の高血圧の多くはこれをこ属ずるが,非糖尿病者の

本態性高血圧と同様に声その病因は不明であるl腎性卵-

圧轟き降圧系を中心とした腎性因子及び凍電解質調節風

車車十･･∵紺iI∵ヤ十二二二惜神経･上申iL_:=Lトト.神･糾し‖'∴血

管収縮機構を中心とした慮管性猶予の三太鷺沼が相互に

関適して高い胞腔を綬掩するといわれる,

たとみなされる糖尿病を対象紅検討した成績をみると亨

痛に比べ,基礎懐きプロ-iyfyイド免荷をこよる反応共をこ低

下Lているという橡祭呈)と,義礎値は通常の摂取食塩量

をこおける分布と濃がないが,減塩や立位をこ対する反応をこ

おいてぼやや低…MドLている者があるが,殆んど正常範囲

内にあるという轟然望)がある｡
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示すものがあるが9Sも絶好e器では非糖尿病の編戯狂と

変grjなく,Sは搭e既で腎障害を伴うものでは緋鯉遅鮭

をこmよVj高値を示すものがあり,この結果から交感神経系

は高動圧の発症の初期をこ関与することを示唆している諾)
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藻場糖尿病患者の肥満度と高血圧
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を伴う高血圧欝で着意に低下しているといわれる記)セ

-方守糖尿病をこ特有な病因もいくつか推定される暑醇

に望塑糖尿病は肥満とともをこ発症しやすい糖敬をも-:>て

おり,肥満は同時をこ高血圧の成因と密接をこ閑適Lてら､る.

糖尿病者の肥満度と轟脇蘭の関係をみると鍔済溝鹿骨浅見%

ま､jJこのものでは約朋,%'をこ高血圧がみられた 蛋東嶺)sま

･し泉:7､.

肥満が何故高血圧を招き易いかの機序についてはァ食

事釣過剰摂取に伴い食事性塩分 潤汲:3が増加することタ

吸収作]亨はミ促進されること宇高血糖をこよる高藤透控自体

が循環血液恩の増加を惹起することなどがあげられる_

i).収縮…鮎.:..)に侶至二

糖尿病では動脈硬化症が起こを3凝結 太動脈の粥親密

るセいわゆる老人性高血圧の成翫袈ちと同様である.収

縮済高血圧をこついては確かな建義がないが亨-一般をこ収縮

を示すものとして取扱われる,

図過は隼尊宅毎をこ糖尿病をこ合併した高血圧の頻度を示

したものであるが†そのうち収縮期高血は5粉才代からみ
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離 糖尿病性腎症を伴う高血圧

糖尿病性腎症による高血圧は糖尿病に柊敬的な腎病変
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紺S主¢閑と呼ばれている書この血圧上界機序としてぼ,

①腎症をこより自由水}juアランスは減少し賢循環血液

農が噌凱げる,②硝子様細動脈硬化による束縛血管鮫

抗の上界タ③ 祭紬こよる心召櫛牲鼠の増蝕 ④高血糖をこ

よる高級透tだが循環融解鼠を噌凱捲せるなどがあげられ

∴
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られ賢腎症の遮紺とと頭)をこ絡縦線となり,血圧上界が認
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頻度も高い｡
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賢R:i搾神経障害を揮う場合は正常な心血管反応蛸開架しぎ

起立性低戯控三をきたす守このような症例では糖尿病性夢野

症軍機脈硬化症を合併し 臥位では高根玉を呈すること
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高血lIi三の病態と治療

羨践糖尿病U)高血圧食餅と腎障害
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唆する報祭がある呈うむ

以上芦糖尿病をこ伴う病魔をこ/ついて述べたがγ病態を把

握し,治療を行うことは登常である9しかし既往歴から

元来本態性高血圧があり,その上をご爪腎症が続発したもの

かや腎症に続発しプ㌫鶴亀罵三なのか明確にし難い鳩舎も少
11∴､.

'1.糖尿病に伴う高血圧と血管合併症

高動圧は糖尿病性合併症の発症,進展に密接な閑適を

看するといわれる,これは血圧が高いと毛細血管よりア

ルブミンを初めとする低分子蛋喜ヨの漏損とその基底膜へ

の沈着がおこり予これが緋小血管症の発症を助産すると

いわれノる!高血圧の有無による糖尿病性網膜症をこついて

の著者に)の成績では高血圧のない群浸B.確%∴高ぬ洋三を伴

う群では罰や8%と高率であった (豪冒)早

これをさらをこ糖尿病発症年令 (慧型)と滞病期間別をここ

検討した報告3)をみると晋比較的若年者 (30才鴨)では

降病期間が長くなると必然的をこ網膜症が増加するが乎高

離玉があると曜病期間が短く宕3-3年)ても弼鱗主産が

似現しやすいといわれる血これは腎斯からの高血圧治療

の必要性を示すも齢と考えられる加

糖尿病における心電溺凝滞苧狭心症及び心筋梗塞は高

日伊∵イ巨雄1㌢一言:昌1一発宜し･表丁.蓑L<~∴ 士~十脳血

管障害の発症も同様である(養郡,これを糖尿病発症

廉冒糖尿病殿高血圧合併と臓器障害

藁8糖尿病の高血圧合併と虚血馳亡､疾患

且且

年魯 (望整うと曜病期間別をこ検討した報告詔)をみると発

症年令環｡篠病期間の最短にかかわらず95扮才代約線に"逮

したときをこ甘それ漫甘絹の高血圧の着無が心虚血性変化をこ

太き(関をしているといわれる申

.-i.糖尿病に伴う高血圧の治療

糖尿病性腎症を伴わない高血圧の場合は多くは泰魔性
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高を負雌 の合併であるので予その治療に2巨償ずるが声 望塾糖

尿病では肥満とともをこ発症ずるので体濠の調整と減塩食

を守 だブせる｡このような一般療法によっても痕も洋三~車健 を

みない鳩舎に降圧剤の通産ことなるも

二:凶 'jLT､鉦 .､二第 十三潜 L十･~_:'tltliL･l/i(ト.(,lうl川･li(,†∴

7'rこt/.いドinL汀 ▲＼し､l/,粧JEr利 川･LlIl畑拭刷上 1,ft1',｡ノ:･∴蛤

めきそ Lて箪 実写 讃段階と少鼠づつ象れてい くことを推

奨 している,

利尿剤をこ膿糖尿病作用のあることはよく知 られている

がチ木戸病院高血圧外来齢成績でも養 鰻の如 く,櫓の

隊員三剤をこ比べ糖尿病の合併磯波が商いや 藍た非選択性 β

波断剤を用いる鳩舎も耐糖能凝滞を増強する作用がある

β遮断剤として 勘 選択性遮断剤が鷺済 される.
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薮 9 高血圧治癒率に糖尿病を合併 した

症例の治療法との関係
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高 血 圧 捌 丙 態 と 治療
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新 潟 逓 倍 病 院 に お け る 糖 尿 病 に 伴 う 高 血 圧 に 対 す る 降
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